
共
同
研
究
の
経
緯
と
概
要

仁
藤
敦
史

［目
的
］

　

こ
れ
ま
で
古
代
の
土
地
制
度
史
や
荘
園
史
は
、
十
分
な
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た

め
律
令
法
制
を
制
度
史
的
に
の
み
議
論
す
る
か
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
東
大
寺
領
の

北
陸
型
荘
園
を
古
代
荘
園
の
一
般
類
型
で
あ
る
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

前
者
は
や
や
も
す
れ
ば
実
態
と
は
か
け
離
れ
た
法
理
念
的
な
抽
象
的
な
議
論
に
陥
り
、

後
者
は
開
発
が
新
し
く
、
国
家
権
力
の
介
入
に
よ
り
成
立
し
た
特
殊
な
古
代
荘
園
で

あ
る
こ
と
か
ら
↓
般
化
に
は
問
題
が
残
り
、
現
在
で
は
い
ず
れ
も
方
法
論
的
に
行
き

詰

ま
り
の
感
が
あ
る
。
も
し
、
畿
内
に
残
る
非
東
大
寺
型
の
古
い
荘
園
の
素
材
と
し

て

古
代
荘
園
図
分
析
の
方
法
論
的
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
荘
園
図

に
描
か
れ
た
建
物
・
景
観
・
土
地
利
用
の
実
態
把
握
が
可
能
と
な
り
、
古
代
氏
族
の

居
住
形
態
や
氏
寺
の
寺
領
経
営
、
条
里
制
施
行
の
実
態
解
明
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
本
共
同
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

館
蔵
資
料
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
（
国
宝
）
の
多
角
的
分
析
に
よ
り
荘
園
図
分
析

の
方
法
論
的
研
究
を
深
化
さ
せ
、
お
よ
び
そ
の
遺
称
地
で
あ
る
額
安
寺
（
奈
良
県
大

和
郡
山
市
）
周
辺
に
現
在
ま
で
残
る
歴
史
的
景
観
の
復
原
を
通
じ
て
、
五
世
紀
か
ら

近
世
に

至

る
額
田
部
氏
・
額
安
寺
（
額
田
寺
）
・
額
田
部
地
域
の
歴
史
を
隣
接
諸
科
学

と
の
学
際
的
検
討
に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

［組
織
一
（
◎
は
研
究
代
表
者
、
所
属
は
原
則
と
し
て
一
九
九
四
年
度
当
時
）

高
橋
　
学
　
立
命
館
大
学
理
工
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　

地
形
変
化
（
古
環
境
）

金

田

章
裕

上

原
真
人

前
園
実
知
雄

服
部
伊
久
男

狩

野
　
　
久

石

上

英

山
口
英
男

森
　
　
公
章

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
教
授

条
里
制
（
歴
史
地
理
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
主
任
研
究
官

出
土
瓦
（
考
古
学
）

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
　
総
括
研
究
員

寺
院
（
考
古
学
）

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
　
主
任

古
墳
（
考
古
学
）

岡
山
大
学
文
学
部
　
教
授

氏
族
（
古
代
史
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
教
授

絵
図
分
析
（
古
代
史
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
助
手

絵
図
分
析
（
古
代
史
）

奈
良
文
化
財
研
究
所
　
技
官

氏
族

（古
代
史
）

1
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◎
仁
藤
敦
史

黒
田
日
出
男

水
野
章
二

吉
田
栄
治
郎

岩

城

卓
二

浦
西
　
　
勉

永
嶋
正
春

館
内
・
歴
史
研
究
部
　
助
手

全
体
総
括
（
古
代
史
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
教
授

絵
図
分
析
（
中
世
史
）

滋
賀
県
立
短
期
大
学
一
般
教
育
　
助
教
授

荘
園
制
（
中
世
史
）

奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー

村
落
構
造
（
近
世
史
）

館
内
・
歴
史
研
究
部
　
助
手

村
落
構
造
（
近
世
史
）

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
　
主
任
学
芸
員

民
俗
行
事
（
民
俗
学
）

館
内
・
情
報
資
料
研
究
部
　
助
教
授

非
破
壊
分
析
（
保
存
科
学
）

指
導
主
事

［経
過
］

研
究
準
備
会
1
　
一
九
九
三
年
五
月
一
〇
日
（
月
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
企
画
展
「
荘
園
絵
図
と
そ
の
世
界
」
見
学

　
　
報
告
　
永
嶋
正
春
「
「
額
安
寺
条
里
図
」
に
見
る
古
代
の
顔
料
」

研
究
準
備
会
2
　
一
九
九
三
年
一
一
月
七
日
（
日
）
於
奈
良
県
大
和
郡
山
市
公
民
館

　
　
報
告
　
前
園
実
知
雄
「
額
安
寺
周
辺
の
発
掘
調
査
」

　
　
額
安
寺
境
内
お
よ
び
境
内
図
・
仏
像
等
調
査

　
　
現
地
調
査

第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
四
年
七
月
四
日
（
月
）

　
　
今
後
の
研
究
計
画
の
打
ち
合
わ
せ

　
　
資
料
と
研
究
史
の
確
認
（
出
席
者
全
員
）

　
　
討
論

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
協
力
者

　

武
久
義
彦

　
村
岡
ゆ
か
り

　

岡
田
英
男

　

吉
川
真
司

　
濱

口

芳

朗

　
木

村

法

光

　
藤

田

裕

嗣
（ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
　
教
授

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
技
官

奈
良
大
学
文
学
部
　
教
授

京
都
大
学
文
学
部
　
助
手

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
　
技
術
吏
員

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
　
保
存
課
長

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
　
助
教
授

［研
究
期
間
］

一
九
九
四
年
度
か
ら
一
九
九
六
年
度

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
四
年
一
〇
月
八
日
（
土
）
・
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

現
地
調
査

（大
和
郡
山
市
）

　
一
〇
月
八
日
　
於
大
和
郡
山
市
公
民
館

　
　
武

久

義
彦
「
額
安
寺
周
辺
の
地
形
条
件
」

　
　
服
部
伊
久
男
「
額
安
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
考
古
学
的
検
討
」

　
　
額
安
寺
周
辺
現
地
調
査

　
一
〇
月
九
日
　
近
鉄
平
端
駅
～
法
隆
寺

　
　
額
安
寺
周
辺
斜
行
道
路
・
堀
之
内
古
墳
・
安
堵
町
資
料
館
・
飽
波
神
社
・
太
子

　
　
道
・
上
宮
遺
跡
・
成
福
寺
な
ど
見
学
・
調
査

第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
四
年
一
一
月
二
八
日
（
月
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
永
嶋
正
春
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
科
学
的
調
査
結
果
に
つ
い
て

2
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ー
X
線
透
過
像
・
素
材
・
技
法
な
ど
ー
」

村
岡
ゆ
か
り
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
復
原
模
写
に
つ
い
て
」

本
館
蔵
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
調
査

第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
五
年
二
月
八
日
（
水
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
石

上

英
一
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
と
古
代
荘
園
図
」

　
　
山
口
英
男
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
作
製
過
程
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
金

田
章
裕
「
八
世
紀
の
地
目
と
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
記
載
」

第
五
回
研
究
会
　
一
九
九
五
年
六
月
↓
○
日
（
土
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
黒
田

日
出
男
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
の
絵
画
史
料
論
的
読
解
」

　
　
岡
田
英
男
「
古
代
寺
院
所
在
の
建
造
物
」

第
六
回
研
究
会
　
一
九
九
五
年
］
○
月
八
日
（
日
）
・
九
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
現
地
調
査
（
奈
良
市
）

　
一
〇
月
八
日
（
日
）
於
奈
良
県
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
大
会
議
室

　
　
高

橋
　
　
学
「
奈
良
盆
地
の
地
形
環
境
分
析
」

　
　
森

　

公

章

「額
田
部
氏
に
つ
い
て
」

　
　
吉

川
真
司
「
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
に
つ
い
て
」

　
一
〇
月
九
日
（
月
）
近
鉄
奈
良
駅
前
～
東
大
寺
境
内
周
辺

　

「東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
現
地
調
査

第
七
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
一
月
二
八
日
（
日
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
浦

西
　
　
勉
「
奈
良
盆
地
北
西
部
宮
座
祭
礼
の
変
遷
に
関
す
る
素
描
」

　
　
山
口
英
男
「
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
研
究
の
現
状
と
課
題
」

　
　
濱

口

芳

朗

「額
田
寺
周
辺
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
」

第
八
回
研
究
会
　
↓
九
九
六
年
三
月
九
日
（
土
）
・
一
〇
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
三
月
九
日
（
土
）

　
　
討
論
　
　
次
年
度
の
研
究
会
計
画
・
報
告
書
の
体
裁
に
つ
い
て

　
三
月
一
〇
日
（
日
）

　
　
上

原
真
人
「
額
田
寺
出
土
瓦
の
検
討
」

　
　
吉
田
栄
治
郎
「
額
田
部
村
の
近
世
・
近
代
ー
額
安
寺
観
の
変
遷
か
ら
ー
」

第
九
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
六
月
二
日
（
日
）
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
木
村
法
光
「
正
倉
院
宝
物
の
布
製
品
に
つ
い
て
」

　
　
永
嶋
正
春
「
正
倉
院
宝
物
に
み
る
彩
絵
的
利
用
に
つ
い
て
」

第
十
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
九
月
二
二
日
（
日
）
・
二
一
二
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
現
地
調
査

　
九
月
二
二
日
（
日
）

　
　
「
加
守
廃
寺
周
辺
」
現
地
調
査

　
　
加
守
廃
寺
・
石
光
寺
・
ロ
ハ
塚
廃
寺
・
当
麻
寺
・
鳥
谷
口
古
墳
な
ど

　
九
月
；
二
日
（
月
）

　
　
西
大
寺

　
　
西
大
寺
本
「
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
」
調
査

　
　
藤

田
裕
嗣
「
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
に
つ
い
て
」

　
　
「
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
」
現
地
調
査
　
奈
良
市
秋
篠
町
付
近

第
十
一
回
研
究
会

二
月
一
四
日

仁
藤
敦
史

一
九

九
六
年
一
二
月
一
四
日

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（土）「額
田
部
周
辺
の
古
代
氏
族
」

（土
）
・
一
五
日
（
日
）
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狩

野

　

久

「飽
波
評
に

つ
い
て
」

二
月
一
五
日
（
日
）

前
園
実
知
雄
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
大
和
の
古
代
寺
院
」

水
野
章
二
「
額
田
部
周
辺
の
中
世
」

報
告
書
の
概
要

第
十
二
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
二
月
一
五
日
（
土
）
・
一
六
日

　
　
　
　
　
　
　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
二
月
一
五
日
（
土
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
ー
　
「
額
安
寺
条
里
図
」
の
再
現
と
寺
院
経
営

　
　
　
　
　
－
研
究
の
経
過
と
意
義
ー

　
　
　
　
司
会
ー
石
上
　
報
告
－
石
上
・
山
口
・
永
嶋
・
黒
田

　
　

n
　
中
世
以
降
の
額
田
部
地
域

　
　
　
　
司
会
ー
黒
田
　
報
告
－
吉
田
・
浦
西

　
二
月
一
六
日
（
日
）

　
　
皿
　
額
田
部
氏
と
飽
波
評
・
条
里
制

　
　
　
　
司
会
ー
狩
野
　
報
告
－
狩
野
・
森
・
仁
藤

　
　
W
　
考
古
学
・
地
理
学
か
ら
み
た
額
田
部
地
域

　
　
　
　
司
会
ー
前
園
　
報
告
－
服
部
・
前
園
・
金
田

　
　
報
告
書
の
概
要

（日
）

［成
果
と
反
省
］

　
初
年
度
に
は
考
古
学
・
地
理
学
・
科
学
分
析
・
絵
画
技
法
・
古
代
史
な
ど
の
分
野

か

ら
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
本
館
蔵
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
調

査
お

よ
び
額
安
寺
周
辺
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
過
程
で
、

絵
図
に
描
か
れ
た
現
地
地
形
と
条
里
の
関
係
、
と
り
わ
け
斜
行
条
里
の
問
題
、
さ
ら

に

は

大
和
川
の
当
時
の
流
路
の
確
定
、
た
め
池
・
墳
墓
の
位
置
・
表
記
方
法
な
ど
が

議
論
に
な
っ
た
。
航
空
写
真
・
小
字
地
図
な
ど
の
活
用
に
よ
り
多
く
の
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。

　
第
二
年
度
に
は
考
古
学
・
自
然
地
理
学
・
絵
画
資
料
論
・
建
築
史
・
古
代
史
・
民

俗
学
・
近
世
史
な
ど
の
分
野
か
ら
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
東
大
寺
山
堺

四
至
図
」
と
の
比
較
検
討
お
よ
び
東
大
寺
周
辺
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
た
。
絵
画
資
料
論
と
建
築
史
の
分
析
か
ら
は
、
額
田
部
氏
の
居
住
区
画
の
所
在
、

古
代
豪
族
の
支
配
地
と
「
門
」
記
載
、
植
生
の
あ
り
方
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、

古
代
史
に
お
い
て
は
木
簡
に
お
け
る
額
田
部
と
額
田
の
表
記
の
問
題
、
道
慈
の
出
自
、

額
田
部
氏
の
二
つ
の
系
譜
の
存
在
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。
自
然
地
理
学
の
分
析
で

は
、
河
川
周
辺
の
低
地
で
は
古
代
の
自
然
環
境
が
残
り
難
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

「東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
の
現
地
調
査
で
は
絵
図
の
記
載
と
現
地
と
の
対
応
関
係
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
瓦
散
布
地
の
発
見
な
ど
多
く
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と

が

で
き
た
。

　
最
終
年
度
に
は
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
と
記
載
様
式
が
類
似
す
る
「
京
北
班

田
図
」
の
現
地
調
査
、
さ
ら
に
は
奈
良
盆
地
に
お
け
る
氏
寺
の
存
在
形
態
を
比
較
す

る
た
め
、
加
守
廃
寺
周
辺
の
景
観
を
調
査
し
た
。
研
究
報
告
と
し
て
は
ま
ず
正
倉
院

宝
物
布
製
品
と
の
比
較
や
彩
画
的
利
用
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
額
田
部
周
辺
の

古
代
氏
族
や
飽
波
評
の
検
討
、
さ
ら
に
は
額
田
寺
文
書
の
検
討
や
荘
園
支
配
の
実
態

な
ど
を
中
心
に
中
世
史
分
野
か
ら
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
最
終
的
な
ま
と
め
と
し

て

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
荘
園
図
お
よ
び
額
安
寺
周
辺
地
域
史

の
多
角
的
な
分
析
に
よ
り
、
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
大
和
国
に
お
け
る
立
郡
の

過
程
に

お

い

て
、
平
群
郡
は
広
瀬
郡
・
忍
海
郡
と
と
も
に
王
権
直
轄
地
的
な
性
格
が

強
く
、
特
殊
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
、
額
田
部
氏
に
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
存

在

し
、
職
掌
の
違
い
や
盛
衰
が
あ
る
こ
と
、
絵
図
作
製
の
契
機
と
し
て
称
徳
朝
の
寺

院
保
護
や
氏
族
政
策
と
の
関
係
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
研
究
成
果
の
集
約
方
法
に
つ
い
て
は
、
基
本
資
料
の
提
供
・
絵
図
の
分
析
・
地
域

の
概
観
を
三
本
柱
と
し
て
構
想
し
て
お
り
、
個
別
論
文
の
集
成
だ
け
で
は
な
く
、
シ
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
を
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
の

総
括
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
絵
図
釈
文
・
額
田
部
氏
関
係
史
料
・
額
安
寺
関
係
史

料
・
考
古
資
料
・
論
文
目
録
な
ど
の
基
本
資
料
の
集
成
も
お
こ
な
っ
た
。

　
歴
史
的
景
観
の
残
る
現
地
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
可
能
で
あ
る
点
、
館

蔵
資
料
と
し
て
絵
図
の
分
析
が
期
待
で
き
る
点
、
こ
の
二
点
が
当
共
同
研
究
に
お
い

て
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
だ
け

で
は

な
く
古
環
境
・
歴
史
地
理
・
保
存
科
学
・
絵
画
技
法
な
ど
の
隣
接
諸
分
野
と
の

協
業
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
研
究
会
開
始
の
前
提
に
復
原

複
製
を
企
画
展
で
展
示
し
た
。
そ
の
過
程
で
多
く
の
問
題
に
直
面
し
、
新
た
な
知
見

も
得
ら
れ
た
が
、
料
布
・
彩
色
を
は
じ
め
三
年
間
の
研
究
会
を
通
じ
て
も
解
決
で
き

な
か
っ
た
課
題
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
詳
細
は
共
同
研
究
員
の
一
人
で
あ
る
山
口
英
男

氏
に

よ
る
『
日
本
古
代
荘
園
図
』
〔
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
九
六
年
〕
で
の
ま
と
め
が

現
状
で
の
成
果
と
課
題
を
示
し
て
い
る
。

　
共
同
研
究
の
副
産
物
と
し
て
は
、
絵
図
の
復
原
複
製
の
製
作
お
よ
び
製
作
過
程
を

記
録
し
た
三
〇
分
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
さ
ら
に
は
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
た
第
一
回
こ
お
り
や
ま
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
「
よ
み
が
え
る
古
代
の
額

田

部
ー
国
宝
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
世
界
ー
」
が
一
九
九
五
年
↓
一
月
に
共

同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
現
地
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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